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日

自然の美しさを生かし、

観光都市づくりにつとめる。

) 肱川の流れや、その周囲をきれいにする。

道路や公闘をととのえ、まちぜんたいを気持ょく

する。(大洲市民憲章〉

2 0 昭和 48年11月
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第 213号

市の人口 111月1日)

人口 38，229人
男 18，072人女

世得数 10.371世帯

面 積 240，93平方キロメートノレ

発行大洲市役所

編集総務課

20.157人

(1) 

4期

と

、

二

千

人

の

踊

り

手

は

、

肱

北

グ

一

フ

一

、

条

例

に

よ

る

貯

蔵

施

設

で

な

け

れ

一

第

三

十

一

条

一

り

ま

す

。

も

し

検

察

審

資

会

で

審

責

を

ク

ン

ド

に

集

結

、

全

員

に

よ

る

総

腐

り

ば

貯

蔵

で

き

な

い

危

険

物

の

例

一

三

、

前

記

一

、

以

上

の

量

に

な

る

と

消

一

し

て

い

な

け

れ

ば

、

こ

の

よ

う

な

事

件

を
披
露
レ
、
主
催
者
代
表
の
あ
い
さ
つ

O
ガ
ジ

ρン
ニ

Oμ
ッ
ト
ル
以
上
一
防
法
で
更
に
き
び
し
く
規
制
し
て
一
で
も
不
起
訴
処
分
の
ま
ま
終
っ
て
し
ま

を

う

け

て

に

ぎ

や

か

な

ふ

ん

い

き

の

中

百

y
ッ

ト

ル

未

満

一

い

ま

す

。

一

っ

た

こ

と

を

考

え

る

と

、

検

察

審

査

会

で
鼎
を
閉
じ
ま
し
た
。

O
灯

油

百

円

J

ッ

ト

ル

以

上

一

回

、

罰

則

一

が

重

要

な

役

割

を

果

し

て

い

る

乙

と

が

市

内

二

十

二

の

団

体

か

ら

積

極

的

に

五

百

川

J
y
ト
ル
未
満
一
条
例
第
三
十
一
条
に
違
反
し
た
者
一
お
わ
か
り
か
と
思
い
ま
す
。

ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
廃
会
組
に
終
了
一
最
近
、
石
油
類
が
不
足
す
る
の
で
は
一
に
消
防
法
で
き
び
し
く
規
制
さ
れ
て
い
一

O
重

油

四

百

D
Yト
ル
以
上
一
は
二
万
円
以
下
の
罰
金
一
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
を
不
服
と
す

で
き
ま
レ
た
こ
と
を
犀
く
お
礼
申
上
げ
一
な
い
か
と
い
う
恩
わ
く
で
、
買
い
だ
め
一
ま
す
。
一
二
千
刀
ツ
ト
ル
夫
満
一
詳
し
い
乙
と
は
、
市
的
防
署
に
お
間
一
る
被
害
者
等
は
、
検
祭
審
育
会
に
審
苔

ま

す

。

一

す

る

傾

向

が

み

う

け

ら

れ

ま

す

。

一

こ

れ

ら

の

危

険

物

を

貯

蔵

す

る

場

合

一

二

、

貯

蔵

施

設

の

基

準

ー

一

合

せ

く

だ

さ

い

。

一

の

申

立

て

を

す

る

乙

と

が

で

き

ま

す

し

市
商
工
観
光
課
一
百
日
J
7
ト
ル
以
上
の
灯
油
な
ど
の
貯
一
は
、
恭
準
に
適
合
し
た
貯
蔵
施
設
が
な
一
大
洲
市
火
災
予
防
条
例
一
一
検
察
審
査
会
は
、
申
立
て
が
な
く
て
も

一
蔵
は
大
洲
市
火
災
予
防
条
例
、
な
ら
び
一
け
れ
ま
貯
蔵
で
き
ま
せ
ん
。
一
日

l
i
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i
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-
i
l
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!
Z
I
-
-
i
l
i
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-
;
l
H自
ら
の
判
断
で
評
議
り
上
げ
て
審

-

』

』

一

…

明

る

い

家

峰

と

、

住

み

よ

い

郷

土

を

つ

く

る

た

め

に

、

二

I
l
l
i
-
-
j
i」
引
車
と
レ
て
庭
な
ど
に
栽
培
一
一

1
j
M同崎
川

崎

山

「

…

一

語

在

日

づ

か

し

い

山
田
一
一
龍
一
セ
イ
タ
力
げ
リ
ー
一
組
問
諮
問
一
一
…
一
J
J時
間

同

時

晴

明

言

明

さ

い

君

は

れ

、

市

内

白

抜

量

り

を

一

一

ろ

)

の

刈

取

等

、

繁

殖

さ

せ

な

い

よ

十

@

明

日

の

し

あ

わ

せ

ま

ぐ

く

む

貯

蓄

二

申

立

て

の

手

続

き

な

ど

検

察

審

査

会

一

・

一

に

市

内

の

全

域

か

ら

除

去

L
ま
し
ょ
う
一

H

b

一

軽
や
か
な
け
/
ズ
ム
に
の
っ
一
「
セ
イ
タ
カ
ア
ク
ダ
チ
草
」
は
、
ァ
一
ろ
黄
色
の
花
を
咲
か
せ
、
繁
殖
力
が
盛
一
一
一
@
く
ら
し
の
工
夫
は
家
計
簿
か
ら
大
洲
市
貯
蓄
准
進
委
員
会
一
一
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
か
た
は
、

て
ス
へ
ん
に
ぎ
わ
い
盛
会
一
メ
易
量
の
多
霊
で
、
日
本
各
地
一
ん
な
雑
草
で
す
。
花
粉
は
、
人
体
粘
膜
一

1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
-
-
i
l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
-
E・
I
・
-
一
大
開
市
大
刑
八
四
吾
地
(
大
削
直
一
一

を

極

め

ま

し

た

。

一

に

繁

纏

し

た

帰

化

植

物

で

、

了

ム

一

ヌ

一

を

刺

激

し

て

ア

レ

ル

ギ

ー

症

が

起

る

旦

一

の

聴

覚

、

音

声

、

言

語

の

機

能

障

害

者

一

ノ

丸

裁

判

所

内

)

大

洲

検

察

審

査

会

事

今
年
は
、
肱
南
一
語
、
一

l
ト
ル
に
成
長
し
ま
す
o
九
i
十
月
三
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
一
身
体
障
害
者
の
自
動
車
道
転
免
許
一
(
ろ
う
あ
者
)
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
一
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

撃
さ
組
に
分
れ
て
、
午
一

;

L

‘
i

一
該
当
レ
、
道
路
交
通
法
に
よ
る
自
動
車
一
大
洲
検
察
審
一
食
会

後

二

時

煙

火

の

菌

兵

授

業

料

の

半

額

を

補

助

一

運

転

免

許

を

受

け

る

乙

と

の

で

き

る

か

一

ilf崎
沖
ロ
O
三
八

時

に

出

発

商

星

空

一

『

一

た

で

あ

る

こ

と

o

に

人

一

倍

汀

目

人

権

週

間

ビ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ
る
H

一

愛

媛

県

で

は

、

身

体

障

害

者

の

福

祉

一

か

た

に

限

り

ま

す

o
手
続
等
、
詳
し
い
て
、
身
体
障
害
者
堤
生
霊
腕
設
一
人
権
擁
護
制
度
が
で
き
て
か
ら
二
十

大
洲
ば
や
し
μ

に

そ

ろ

い

一

の

同

上

を

立

、

る

た

め

身

体

障

害

者

が

一

乙

と

は

市

福

祉

事

務

芳

へ

お

こ

ず

ね

く

一

所

中

の

か

た

で

栃

来

の

た

め

運

転

一

の

浴

衣

に

四

つ

竹

の

音

を

一

運

転

免

許

制

口

る

た

め

、

自

動

車

教

湖

一

だ

さ

い

0

7

一
免
許
の
必
要
な
か
た
。
吉
田
に
な
り
ま
す
。

ひ

び

か

せ

な

が

ら

、

次

々

一

所

ヘ

入

校

さ

れ

た

場

合

、

そ

の

授

業

桝

一

「

条

件

」

一

一

一

、

身

体

障

害

者

が

自

分

で

経

営

す

る

一

十

一

月

四

日

か

ら

十

日

ま

で

の

一

週

と

自

警

警

高

り

ぬ

一

の

半

額

(

た

だ

し

、

一

一

万

五

再

選

一

首

長

む

身

体

障

害

者

で

、

喜

一

芸

に

霊

免

許

を

必

要

と

す

る

一

聞

を

「

人

軍

関

」

と

し

て

各

種

の

行

一

一

一

〉

O

一
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

き

、

沿

道

の

観

衆

も

相

手

一

度

で

す

O

)

を
補
助
し
て
お
り
ま
す
。
一
障
害
者
宇
帳
に
記
載
し
て
あ
る
障
害
一
ヵ
ナ
一
ら
¥
権
週
間
を
辺
え
て
、
人
権
問

で

む

か

え

ま

し

た

。

乙

の

補

助

を

受

け

る

こ

と

の

で

き

る

一

等

級

が

一

級

か

ら

凹

級

ま

で

の

E、
一
一
一
一
、
警
の
た
め
、
一
般
の
査
員
一
患
で
お
す
の
か
た
は
、
法
務
局
か
人

市

内

パ

レ

ー

ド

が

終

る

身

体

障

害

者

は

次

の

条

件

に

該

当

-

す

る

一

体

幹

の

障

害

者

、

一

一

級

か

ら

四

級

ま

で

一

を

利

用

し

て

は

通

勤

が

困

難

で

、

一

-
運
転
免
許
+
セ
必
要
と
す
る
か
た
。
一
権
擁
護
委
員
に
お
気
転
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
c
大
洲
市
の
人
権
擁
誰
委
員
は
次
の
か

た
が
た
で
す
。

梶
旧
民
次
郎
A

中
村
)

大
野
照
雄
(
羽
野
)

上
嗣
和
雄
(
大
川
)

清
水
友
之
(
新
谷
)

楠
野
嘉
朋
(
八
多
醤
)

税険保~~I:会:暴~~~努縛;務議

国民年金法の一部改正により拠出年金、および福祉年金の年金額が大幅に弓i
上げられ、また5年年金ヘ加入の再開等も次のとおり改正されました。

拠出年金

夫婦で5万円年金時代へ
盟民年金の給付は老齢年金、通算老齢年金障害年金等ありますが、このた

びの法改正により昭和49年 1月から別表のような給付額となります。

二
千
人
が

総
踊
り
を

披
露

ドで総踊り肱北グラウン

百
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
灯
油

貯
蔵
は
き
び
し
く
規
制

黄
色
い
花
が
咲
く
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
草

工貢 H 改正後の内容 改正iI自の内容

主高
10年年金 150， 000fll( f j 12，500円) 60，000円(fj5，000円)

511二年金 96，000Pl(月 8，000P1) 30， ooopl( H 2，500円)

年 老令年金
ー般(25ff年金) 240， OOOfIl (1]20，000円) 96， ooofIl()j 8，000円)

一金般(25と年附f手加金年) 300，000円(月25，000P1) 150， 000f!l( li 12， 500f']) I 
金

1 級障害 300，000円(月25，000円) 132，000円(fj11 ，000f!l) 
障害年金

2 級障害 240 ， OOOfIl (月20，000円) 105，600円(月 8，800円)

客員 母子・ 子等 1 人 240，000円U120，000円) 100，800円(月 8，400円)

準母子， " 2 人 249，600円(fl20，800円) 105，600円(Jj8， 800f']) 

遺児年金
一f等が3人以(上の場合円は)3算人目から 1人 r'1'fが3人以 f:の場合，
に 4，800fll(H 400[IJ) I1Il λうに[oilじ

」一一

拠出年金(実施時期49年 1月〉

5年年金への加入の再開
明治39年4月2白から明治44年4月 l臼までに生れた人で、現在加入していない

人は、申出により加入する乙とができます ただレ、昭和45年 6月にさかのぼ
って1ヶ月の保険桝900円を航付しなければなりません。

時効になった保険料の特例納付

未納になっている保険料は 半年をすぎると納めなくても時効によって紋付

する乙とができませんでレたが、法改正により納めていない期間の保険制がか

けられるととになりまレた。この特例納付によって、保険斜を納められる期限

は、昭和50年12月31日までに 1ヶ月900円を未納期間の古い月の分から、順次

納めていくことになります。

1月からの保険料90C円
国民年金の保険糾は、現在550円ですが、昭和49年l月から 1ヶ月 900円とな

ります。また、高齢者任意加入は、現在1ヶ月750円ですが、昭和49年1月から

1ヶ月900円となります。附加保険料は、現在の1ヶ月350円が、昭和49年1月か

ら 1ヶ月400円になります。

福祉年金
谷聞の年齢層に特別給付金

明治37年1月2日から明治39年4月1日までに生れた人に、昭和49年1月から月

4.000円が給付される乙とになります。(所得による制限等は老齢信組年金と

同じですコ)

年金額の引上げ

福祉年金額も次の表のとおり引上げられまレた、乙の支給は昭和48年10月か

ら行われ、昭和49年 1月期より改正金額で支給されます。

福祉年金(実施時期48年10月)

宅翼 11 改正後の内容 改正前の内容

年 老令福祉年金 60，00WJ UI 5，000PJ) 39，600円(月 3，300円)

金 障害福祉 11:' 金 90，0001'] ()i 7，500円) 60，000円(jj 5， 000f1] ) 

額 母子・準母子福祉年金 78，0001'1 ()j 6，5001'J) 51，600['1 (Jj 4，300f!l) 

そのほか、詳しい乙とは市民課へおたずねください。

二
十
五
周
年
を
迎
え
た

検
察
審
査
会

最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
、
と

き
ど
き
「
O
O検
察
審
査
会
が
×
×
事

件
に
つ
い
て
不
起
訴
不
当
の
議
決
を
し

た
。
」
と
い
っ
た
報
道
が
さ
れ
る
の
が

自

に

つ

く

こ

と

が

あ

り

ま

す

が

、

皆

さ

ま

ご

こ

ろ

銀

行

ん
は
検
察
審
査
会
と
い
う
の
は
、
ど
う
.ヘf
良
下
い

い
う
役
所
な
尻
一
か
ご
存
知
で
す
か

J

-

可]二
=
l

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
一
、
遺
失
現
金
、
遊
説
よ
り
満
期
に
よ

国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
十
一
る
返
金
六
千
六
百
三
十
三
円

人
の
審
資
員
で
構
成
さ
れ
、
検
察
官
の
大
洲
市
農
協
中
央
マ
ー
ケ
ッ
ト

(
代
表
)
二
宮
義
邦

不
起
訴
処
分
が
正
レ
く
行
わ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
審
査
す
る
の
を
お
も
な
仕
一
、
拾
得
金
、
警
察
よ
り
満
期
に
よ
る

返

金

千

六

百

十

円

事
と
し
て
い
ま
す
。

大
洲
市
常
鰐
町
四
丁
目

こ

の

制

度

は

昭

和

二

十

三

年

に

で

き

次

井

稔

今
年
で
二
十
五
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
一
、
亥
の
子
祭
の
謝
礼
と
し
て

な

り

ま

す

。

そ

の

聞

に

検

察

審

査

会

の

四

千

百

四

十

円

審
査
を
受
け
た
事
件
は
四
万
数
千
件
に
大
洲
市
平
野
削
下
子
供
会

達
し
、
審
査
会
の
議
決
の
結
果
、
検
察
(
代
表
)
白
石
知
子
外
十
名

告
が
起
訴
し
た
事
件
も
六
宵
件
近
く
に
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
、
ま
と
こ
ろ

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
一
銀
行
へ
善
意
の
基
金
心
か
ら
感
謝
申
上

そ
の
中
に
は
、
判
決
で
懲
役
八
年
と
一
げ
ま
す
。

い
う
重
い
刑
が
言
い
渡
さ
れ
た
例
も
あ
一
/

大
洲
市
基
語
祉
協
議
会



(2) 

火

災

の

多

発

す

る

季

節
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た
ば
こ
に
よ
る
火
災
は
例
年
多
ぐ
、

た
ば
こ
の
取
扱
い
に
は
、
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

四
、
消
火
器
の
そ
な
え
つ
ゆ

初
期
火
災
は
、
消
火
器
一
本
で
消
せ

る
と
と
が
多
く
、
い
つ
で
も
使
用
で

き
る
よ
う
そ
な
え
つ
ゆ
て
お
き
ま
し

ょてつ。

豆
、
隈
房
器
具
の
正
し
い
使
い
方

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
正
し
く
使
え
ば
安

全
で
あ
り
ま
す
ο
使
用
が
惑
い
と
大

変
な
事
故
と
な
り
、
正
し
い
使
い
方

に
つ
い
て
は
、
慢
用
器
具
、
ま
た
は

一
、
老
人
、
病
人
、
幼
児
等
の
就
寝
揚
一
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
り
一
家
族
会
員

所
等
避
難
の
容
易
な
場
内
を
選
び
一
が
勉
強
レ
ま
レ
ょ
う
d

ま

し

ょ

う

。

一

な

お

昭

和

四

十

七

年

に

大

例

市

内

で

二
、
火
気
佐
用
場
所
の
点
検
一
発
生
し
た
火
災
は
、
連
物
十
四
件
林
野

使
用
し
て
い
る
器
具
は
安
全
か
、
周
一
六
件
ほ
か
、
あ
わ
せ
て
二
十
四
件
発
生

図
の
可
燃
物
と
の
距
離
は
十
分
と
れ
一
レ
、
千
百
六
十
万
円
、
市
泊
防
署
併
定

て
い
る
か
、
ま
た
、
世
間
理
整
と
ん
は
一
)
の
損
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

で
き
て
い
る
か
定
期
的
に
点
検
を
実
一
統
一
標
語

施

レ

ま

し

ょ

う

。

一

「

隣

に

も

声

か

け

あ

っ

て

一
二
、
た
ば
乙
の
投
げ
拾
て
と
寝
た
ば
一
よ
い
防
火
」

乙

の

防

止

一

枝
は
東
西
へ
十
五
・
七
メ
ー
ト
ル
、
一
猟
銃
に
よ
る
事
一
を
あ
わ
せ
て
受
け
て
い
る
か
た
(

南
北
へ
十
4

一
メ
ー
ト
ル
に
拡
が
る
大
一

-

a

一
年
齢
に
関
係
な
し
)

一

文

抑

止

〉

、

υ専
一

木

医

長

し

て

い

ま

す

。

一

d
l
d
/レ
J
r
f
一
詳
し
い
こ
と
は
、
市
需
事
務
所
へ

愛
媛
県
丙
に
は
、
上
浮
穴
郡
参
川
一
ハ
ン
タ
ー
待
望
の
狩
猟
が
解
禁
に
な
一
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

日
一
ニ
時
間
ド

h
u
u
H即
日

一

一

町

内

抗

日

間

主

主

住

到

配

耐

劇

庫

五
O
年
の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
大
一
乙
の
開
聞
に
、
各
地
の
山
野
に
ひ
び
一
の
特
例
融
資

洲
地
万
で
は
最
大
級
品
レ
ま
す
。
一
く
銃
声
は
、
ハ
ン
タ
ー
に
と
「
て
痛
快
一
住
宅
金
量
で
は
十
一
月
百
よ

晩
秋
に
は
、
海
み
き
っ
た
空
に
黄
葉
一
な
も
の
で
し
ょ
う
。
一
り
特
例
一
融
資
を
取
扱
う
ζ
と
に
な
り
ま

が
映
え
、
輩
京
地
面
一
杯
一
L
ふ
り
一
レ
か
し
、
猟
銃
に
よ
る
事
限
付
第
く
一
し
た
。

そ
そ
ぎ
、
詩
情
を
そ
そ
り
、

E
つ

文

一

発

生

し

て

お

り

ま

す

。

一

ζ
の
融
資
主
党
け
ら
れ
る
住
宰J
の
規

教
上
の
効
果
も
著
し
い
も
の
が
あ
り
一
昨
年
の
諮
問
問
問
由
に
全
国
で
一
八
一
様
の
条
件
は
、
従
来
一
一
一
O
平
方
メ

I

ま
す
。
一
一
存
発
生
し
、
死
者
が
一
夫
、
傷
者
一
え
ま
で
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
次

な
お
量
言
、
同
寺
縁
起
に
よ
一
が
一
七
七
人
、
愛
媛
県
で
は
六
件
互
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
住
宅
に
つ
い

る
と
弘
法
大
宮
豊
富
跡
の
み
一
し
二
一
人
が
死
亡
、
四
人
が
け
が
を
し
一
軒
十
駐
日
目

u
u
u
時間

ぎ

り

関

か

れ

し

も

の

と

い

わ

れ

て

い

一

て

い

ま

す

。

一

と

。

ま
す
。
一
と
の
よ
う
な
事
故
は
、
ち
ょ
っ
と
し
一
イ
一
、
六
十
歳
以
上
の
老
人
と
そ
の
執

市
教
育
委
員
会
一
た
取
扱
い
の
不
注
意
や
、
油
断
が
事
将
一
撲
が
同
屑
す
る
住
宅

1
1
1
1
h
h
H
U
N
U
-
-

一
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
と
く
に
次
一
ロ
六
人
以
上
の
多
人
数
の
親
族
が

一
の
こ
と
に
枠
内
意
し
て
、
乙
と
し
そ
，
一
同
屑
す
る
住
宅

お
り
ま
す
が
、
接
種
期
日
長
?
の
一
件
の
事
室
起
と
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
一
ハ
、
身
心
障
害
者
と
そ
の
親
族
自

一

他

で

受

け

る

乙

と

が

で

き

だ

か

に

た

か

一

レ

ょ

う

。

一

属

す

る

住

宅

一
た
は
、
市
保
車
問
生
課
、
ま
た
は
連
絡
一
つ
銃
を
手
に
し
た
と
き
は
、
必
ず
乙
~
署
長
中
の
も
の
も
十
一
月
一

午
後
一
時
半
1
二
時
半
一
高
年
併
に
な
る
ほ
ど
副
作
明
が
大
き
く
一
所
へ
問
合
せ
な
ど
し
て
出
来
る

5
5
2装
て
ん
さ
れ
て
い
な
い
乙
と
一
日
よ
り
取
り
扱
う
予
定
で
す
。
)

布
市
照
会
館
な
り
ま
ず
か
ら
十
会
を
つ
フ
て
く
ぞ
一
い
機
会
に
受
け
る
乙
と
が
大
切
で
す
。
一
を
確
認
す
る
。
一
詳
し
い
こ
と
は
、
市
内
住
宅
金
融
公

b

，

一

そ

の

他

詳

レ

い

乙

と

は

市

保

険

衛

一

一

庵

の

取

扱

い

金

爾

機

関

へ

お

問

合

せ

く

さ

い

。

一

一

O
銃
口
は
絶
対
に
人
に
向
け
な
い
。
一
だ
さ
い
。

種
痘
は
年
一
園
長
に
実
摘
し
て
一
生
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
。
発
射
の
必
要
な
時
ま
で
タ
マ
を
得
一

7

て

ん

レ

な

い

。

一

O
発
射
す
る
時
は
。
必
ず
矢
先
を
砕
一

認

す

る

。

一

O
銃
を
携
帯
、
運
搬
す
と
き
は
、
一

必
ず
お
お
い
を
か
ぶ
せ
る
か
容
諒
一

に

い

れ

る

。

一

O
銃
は
、
堅
問
な
保
管
庫
に
カ
ギ
を
一

か
け
、
銃
と
タ
マ
ば
別
々
に
保
管
一

す
る
。

八奇
多市
-h-指
所晋定

有の委
イ ~è
~ チ山
物
ヨ

ウ

粟
津
小
学
校
校
庭
よ
り
型
車
臨
寺
に

涌
ず
る
坂
道
の
入
口
に
、
高
さ
三
十

四
メ
ー
ト
ル
、
根
回
り
八
・
七
メ
ー

ト
ル
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
あ
り
ま
す

乙
の
イ
チ
ョ
ウ
は
雌
木
で
年
齢
は

約
四
O
O年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
十
セ
ン
チ
位
の
乳
房
が
一
つ
あ
り

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

農

事

メ

火
災
の
多
発
す
る
季
節
を
迎
え
消
防
機
関
に
お
い
て
は
、
全
国
い
っ
せ
い
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
を
行

い
ま
す
。
各
家
庭
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
家
族
全
員
で
話
し
合
い
、
お
そ
ろ
し
い
火
災
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

外
出
す
る
と
き
は
、
マ
ス
ク
を
着

用
し
、
帰
っ
た
と
き
は
'
つ
が
い
を
一
二
、
場
所

励
行
し
て
〈
だ
さ
い
。
一
=
寸
該
当
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
積
は
、
一

H
昭
和
四
十
包
年
九
月
一
円
か
ら
昭

流
行
源
に
た
り
や
す
い
小
‘
申
学
校
の
一
和
四
十
八
年
五
月
三
十
日
ま
で
に

白

一

児

童

、

牛

徒

を

中

f
に
実
附
す
る
予
定
一
生
れ
た
も
の
。

新
し
い
B
型
の
イ
J

フ
ル
エ
ン
ザ
が
一
ぃ
。
一
で
す
が
、
一
般
の
か
た
に
つ
い
て
も
希
一
口
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
六
円
現
在
一

愛
媛
県
で
も
九
月
。
ろ
か
ら
流
行
し
て
一
二
パ
ヲ
ス
の
取
れ
た
食
生
活
返
事
れ
る
か
在
、
区
長
さ
ん
量
じ
一
で
塑
一
一
歳
未
満
員
四
十
五
年
一
例
年
の
乙
と
で
す
が
、
年
末
に
は
空
宇
。
票
や
大
阪
地
方
へ
送
る
荷
物

全
県
的
l
広
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
一
を
号
、
朝
夕
徐
に
あ
だ
直
聞
バ
み
に
よ
め
実
帽
し
去
す
。
一
十
二
同
音
堂
昭
和
四
十
七
億
一
塁
な
ど
の
荷
物
が
多
く
な
り
ま
す
。
一
革
め
に
、
そ
の
他
の
地
方
で
も
お
そ

ま
ら
風
邪
は
、
万
病
の
も
と
と
い
一
豪
族
み
ん
な
で
す
る
な
ど
体
力
一
料
金
は
一
回
に
つ
き
一
三
一
C
円
で
一
八
月
三
工
自
宅
れ
の
も
の
で
一
震
で
は
、
と
れ
ら
の
荷
物
を
正
確
一
く
と
も
十
一
斉
十
音
ご
ろ
去
で
に
は

わ

れ

て

お

り

ま

す

。

一

望

を

図

っ

て

く

だ

さ

い

。

一

す

o

f
の
沖
君
、
一
面
し
な
い
弘
一
生
後
ま
だ
ニ
凹
暴
露
績
を
受
一
に
、
安
全
仁
、
速
く
お
届
け
す
る
た
め
す
る
よ
う
に
し
て
く
戸
さ
い
。

次
の
事
事
に
注
意
し
て
、
健
康
管
一
=
一
、
人
出
の
多
い
所
へ
の
外
出
は
で
き
一
壌
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
け
て
い
な
い
も
の
o

一
荷
物
南
を
ふ
や
レ
昔
、
臨
時
に
人
を
一
一
干
早
過
ぎ
て
発
送
す
る
と
、
年

誌
を
配
り
予
防
に
つ
と
め

3一
る

戸

川

崎

げ

ド

l「
|

|

津

喜

一

種

痘

差

は

、

第

一

期

が

室

ハ

ケ

一

雇

つ

訟

の

重

写

る

な

ど

い

一

内

に

ま

な

い

吏

口

も

あ

る

か

と

思

い

引

規

則

正

し

旨

常

生

活

を

心

が

け

一

一

円

か

ら

二

十

四

ヶ

月

の

問

、

第

二

期

か

一

ろ

い

ろ

な

対

儒

を

た

て

て

い

ま

す

。

一

ま

す

o

m

軍

人

等

の

恩

ち

匂

わ

し

い

九

い

一

日

片

付

一

円

以

h
M
i
n
-
ロ
日
清
Mは
い

っ

て

く

だ

さ

一

第

之

回

目

の

種

痘

接

種

一

時

材

結

貯

訪

問

十

持

一

度

内

町

村

山

~

百

日

間

ト

一

む

現

時

川

河

内

山

ト

問

一

給

金

額

改

定

一

状

差

出

袋

を

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

一

口

月

6
H市
民
会
館
で
一
す
と
と
に
な
っ
て
お
り
、
接
種
あ
れ
す
れ
な
く
な
あ
と
F
が
あ
り
ま
す
っ
一
長
さ
、
帽
、
高
さ
の
合
計
が
二
メ
I
ト
一
乙
の
た
び
恩
給
法
の
一
票

E
r

年

末

の

一

場

時

諮

問

問

日

日

間

一

票

四

十

八

年

度

第

二

回

目

の

種

痘

該

当

者

は

も

れ

な

毛

げ

て

く

だ

さ

い

一

日

目

見

守

個

人

通

知

書

一

品

川

内

向

日

誌

詰

軒

哀

れ

れ

長

時

間

関

一

ド

日

町

長

時

れ

R

EA--lfrag-)

一
星
空
の
文
字
を
朱
書
し
て
く
だ
さ
一
接
種
柔
の
と
お
り
実
施
し
ま
ず
か
ら
一
一
、
日
時
士
一
月
六
日
と
く
に
第
一
期
の
実
施
に
つ
い
て
は
一
し
、
霊
も
と
ど
と
お
門
が
ち
に
な
り
一
ゃ
荷
造
り
か
不
完
全
な
も
の
霊
堂
一
を
加
え
た
霊
と
階
級
に
よ
っ
て
事

郵

便

差

出

し

の

心

得

一

η

一

一

一

せ

ん

。

一

去

、

昭

和

四

十

八

年

十

月

百

か

ら

一

一

一

旅

仔

に

必

要

な

品

物

は

、

キ

y
プ
を
一
改
定
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

一

一

ニ

、

住

所

は

完

全

に

、

郵

便

番

号

は

正

一

一

一

十

二

月

に

な

り

ま

す

と

年

賀

状

、

贈

一

十

五

日

ま

で

に

一

レ

く

、

は

っ

き

り

と

。

一

一

貝

う

と

手

荷

物

で

送

れ

ま

す

。

一

該

当

さ

れ

る

か

た

は

、

そ

れ

ぞ

れ

ご

答

用

小

包

、

一

般

の

郵

便

物

な

ど

た

く

一

年

末

お

レ

せ

ま

っ

て

か

ら

斧

面

さ

れ

一

ー

一

一

キ

ッ

プ

は

乗

車

す

る

日

の

七

目

前

か

一

自

身

で

手

続

き

を

L
な
け
れ
ば
な
り
安

一

一

あ

て

名

が

は

っ

き

り

書

か

れ

て

い

な

一

一

一

さ

ん

の

郵

便

物

が

出

さ

れ

ふ

だ

ん

の

月

一

ま

す

と

年

賀

状

の

処

理

と

重

な

っ

て

、

一

い

た

め

、

例

年

多

く

の

年

賀

状

が

迷

子

一

一

ら

買

え

ま

す

の

で

早

め

に

買

っ

丈

荷

一

せ

ん

の

で

、

現

在

受

け

て

い

る

恩

給

誕

の

器

近

い

取

扱

い

量

と

な

り

ま

す

。

一

年

内

配

達

が

困

難

に

な

り

ま

す

の

で

、

一

に

な

っ

て

い

ま

す

。

奇

な

年

賀

状

を

一

言

け

さ

き

に

送

る

よ

う

に

し

て

く

だ

一

書

、

曜

を

と

侍

参

の

う

え

市

理

郵

便

局

で

は

、

大

量

の

郵

便

物

を

さ

す

と

も

十

音

ま

で

に

お

出

レ

く

だ

一

挙

に

す

る

こ

と

の

な

い

よ

う

郵

便

番

一

一

三

。

一

事

務

所

ま

で

お

越

し

く

だ

さ

い

。

ば

く

た

め

に

ア

ル

バ

イ

ト

を

雇

用

し

た

す

。

一

号

を

正

し

く

は

っ

き

り

と

、

ま

差

出

一

一

一

富

良

、

じ

よ

急

落

差

っ

て

、

普

通

恩

給

を

そ

け

て

い

る

七

十

帯

り

、

輸

送

力

の

強

化

の

た

め

大

陸

な

一

一

一

、

年

賀

状

の

言

レ

は

十

二

月

一

平

人

住

所

に

も

郵

便

番

号

を

書

い

て

く

だ

一

一

て

、

ナ

ヲ

で

し

っ

か

り

結

び

ま

し

ょ

う

一

以

上

の

か

た

一

寝

室

、

郵

便

物

を

ス

ム

ー

ズ

に

処

一

一

百

ま

で

に

一

さ

い

。

一

一

荷

札

は

二

枚

以

上

つ

け

て

く

だ

さ

い

で

一

、

普

通

扶

助

料

、

議

扶

助

斜

、

一

一

一

一

理

す

る

た

め

最

大

の

努

力

を

つ

く

し

ま

一

今

年

も

十

一

育

十

五

日

か

ら

霊

特

一

あ

て

名

に

つ

い

て

も

番

地

、

棟

番

号

一

一

荷

札

の

ほ

か

に

、

荷

物

詩

面

に

も

一

号

扶

助

糾

増

加

恩

給

受

給

者

の

一
す
が
、
郵
便
を
利
用
さ
れ
る
お
客
さ
ま
一
別
取
扱
い
を
行
い
ま
す
。
元
旦
に
先
方
一
窒
番
号
、

0
0荘、

0
0
方

な

ど

の

肩

-

一

聞

け

さ

き

受

番

地

ま

で

b

き
り
書
一
平
病
死
)
な
ど
を
受
け
て
い
る
琴

一
も
次
の
点
に
つ
い
て
ぜ
ひ
C
協

力

く

だ

一

に

届

く

よ

う

遅

く

と

も

二

十

三

日

ま

で

一

毒

ま

で

省

略

し

な

い

で

、

は

っ

き

り

一

い

て

く

だ

さ

い

。

一

君

主

(

年

齢

に

関

係

な

し

)

さ

い

。

一

に

お

出

レ

く

だ

さ

い

。

一

と

お

書

き

く

だ

さ

い

。

一

荷

物

を

駅

南

め

に

す

あ

場

合

は

、

着

一

三

、

普

通

恩

給

受

給

者

で

需

恩

給

や

一

、

小

包

郵

便

物

の

差

出

し

は

十

二

月

一

年

賀

状

を

出

さ

れ

る

と

き

は

、

年

賀

-

一

駅

名

を

必

ず

書

い

て

く

だ

さ

い

。

一

傷

病

年

金

、

特

例

傷

病

恩

給

な

ど

聖

協

寺

八
多
喜
町

モ

入
れ
て
い
る
程
度
で
す
。

水
田
の
地
刈
の
良
否
は
、
腐
値
の

多
少
で
決
め
ら
れ
ま
す
が
、
と
の
腐

植
も
判
明
一
作
つ
く
り
ま
す
と
七
0
キ

ロ
グ
ラ
ム
が
消
耗
す
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
一
堆
厩
肥
に
な
お
し
ま

す
と
、
七
0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
毎
年
少
な
く

と
も
六
0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
七
0

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
堆
厩
胞
を
施
さ
な

い
と
地
力
は
年
々
減
少
し
て
い
く
と

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
乙
で
生
ヲ
一
フ
の
水
田
施
用
が
考

水
田
の
生
ワ
ラ
施
用

本
年
の
水
稲
は
、
初
期
生
育
が
非

常
に
良
く
大
豊
作
が
期
待
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
い
ざ
収
穫
し
て
み
る

と
九
月
十
月
の
雨
天
の
為
に
日
照
不

足
と
な
り
粒
張
り
が
悪
い
こ
と
と
、

後
期
の
ク
ン
カ
大
発
生
等
に
よ
り
、

被
害
を
受
け
た
水
田
が
各
所
に
み
ら

れ
、
平
年
並
の
収
穫
量
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

符
に
最
近
の
水
田
は
、
地
力
不
足

の
上
に
施
肥
量
が
多
く
な
り
、
本
年

は
倒
伏
し
た
稲
が
多
く
み
ら
れ
ま
し

た。水
稲
は
地
力
で
作
る
と
古
く
か
ら

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
稲
作
の
栽

培
意
欲
が
低
下
し
で
い
る
今
日
、
堆

厩
肥
な
ど
を
作
ノ
て
水
田
に
入
れ
る

人
は
少
な
く
、
わ
ず
か
な
生

E
フ
を

34メ-f' 1~ もある八多喜 J.)イチョウ

年

末

の

荷

物

は

早

め

に

え
ら
れ
ま
す
が
、
水
田
の
状
態
に
よ

り
、
そ
の
施
用
方
法
は
変
え
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

す
な
わ
ち
乾
旧
で
は
か
な
り
の
量

を
施
し
て
も
良
い
も
の
で
す
が
、
湿

田
で
は
ヲ
一
フ
が
腐
り
に
く
い
た
め
、

そ
乙
の
水
田
に
出
来
た
半
量
く
ら
い

が
適
量
で
あ
り
、
乙
れ
を
切
断
し
て

今
年
中
に
は
施
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う。

へ
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

日
月
3
日
中
央
病
院
④
4
5
5
1

お

臼

ヂ

h

v

h

F

ロ
月
2
日

h
グ

ヂ

h
v

9
日

9

h

y

h

y

m日
ク

ク

タ

幻

自

ん

v

h

v

h

r

羽
田

A

Y

9

9

診
療
時
間
午
前
八
時
半
1
午
後
六
時

図
書
盟
問
ぽ
川
町
日

!
新
刊
図
書
案
内

1

少
年
腕
人
間
革
命
1
・
2
巻

物

由

句

集

天

寿

(

鳥

田

兼

孝

)

大
野
ケ
原
こ
ぼ
れ
話
久
保
高
一
)

重
要
文
化
財
与
州
新
居
率
、
図
の
研
究

中
園
英
傑
伝
(
海
音
寺
湖
豆
郎
)

生
活
優
特
の
原
理
(
牧
原
治
郎
)

い
ま
考
え
る
べ
き
乙
と
は
何
か

黄
泉
の
玉
私
一
見
高
料
品
拡
梅
原
)

老
い
の
た
わ
ご
と
(
岡
村
さ
く
)

人
間
こ
の
か
ら
だ
(
岡
田
寅
次
)

中
国
人
の
戦
略
(
岡
部
幸
夫
)

日
本
教
に
つ
い
て
山
本
七
平
訳
)

近
世
仏
教
の
思
想
(
柏
原
祐
泉
)

家

庭

禁

園

戸

増

井

貞

雄

)

昨
一
界
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
平
麿
道
夫

続
一
聞
京
の
昧
石
倉
豊
桜
井
華
子

ク
ラ
フ
ト
ス
門
(
内
同
邦
夫
)


